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は～るよ来い♪は～やく来い♪たからべ森の学校周辺では、春の訪れを感じる梅の花、椿の

花がきれいに花開き、ふきのとうも顔を出しました。           【筆者】 堀内 加奈子 

本社サイバーウェーブに 

行ってきました 

業務で伊集院町に向かう途中、本社

に立寄りました。財部と、鹿児島とでは

距離もあり、そして通常業務もあるの

で、普段なかなか会う機会はありませ

ん。なので、今回久しぶりにみんなに会

えました～！！ 

仕事中にもかかわらず、笑顔で迎えて

くれました♪森の学校の話、鹿児島市

内の話などできましたが、長居はで

ず・・・(>_<)しかし、少しでもみんなに

会えて、と～っても嬉しかったです。 

「桜が咲く頃、みんなでお花見しましょ

うね～✿」など話して別れました～。 

次回、財部でお花見する計画です

(^^)♪ 

お花見の時にまたみんなに会えるのを

楽しみにしています。 
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Voｌ.20 

求職者支援訓練 

調理補助者養成科の募集案内 

今回、募集する調理補助者養成科は、飲食店

や保育所、介護施設や病院等において、調理の

基本作業（補助）ができるようになるため、3 ヶ

月間にわたって食品衛生管理知識・調理理論・

栄養学等の学科による基礎的学習から、野菜

調理実習・魚調理実習・味付実習・献立作成

実習等、実技実習に加え、帳票作成・管理とい

ったパソコンを用いた知識・技術も習得することが

できます。 

募集期間：平成 27年 3月 11日～4月 30日

訓練期間：平成 27年 5月 27日～8月 26日 

 

詳しくは、たからべ森の学校までお問合わせくださ

い。TEL：0986-28-6120 

氷の世界！お茶畑に樹氷 

3月に入り、春の訪れ❀と思いきや、朝晩の冷え

込みが厳しい日もあります。 

学校近くの道路沿いのお茶畑。防霜用のスプリンク

ラーが作動していたのでしょう～！！お茶の葉は氷

でコーティングされていました。 

スプリンクラーの水が木の枝にもかかってしまったので

しょう。木の枝につららができ、重みで下がっていまし

た。なんとも芸術的！ 

お茶畑も太陽の光が射すとキラキラと輝き、とても

綺麗でした。 

【防霜とは・・・】 

お茶は元々南国の植物。寒さに非常に弱く、霜に

あたると新芽が枯れてしまいます。 

そこで、茶畑に水をまき、水が凍る際に出すエネル

ギー（凝固熱）を利用して、霜の害を防ぐので

す。 
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 農業人材育成科第 2期生が就職した、【お茶のにいやま園】に行ってきました 

鹿児島県の日置市伊集院町にあるお茶のにいやま園さんは、昭和 60年の創業以来、県内外のお茶屋さんに鹿児島茶を販売しています。 

にいやま園さんから、「お茶加工の作業の時に出る茶の葉（粉末状のもの）があるのですが、野菜栽培の肥料にいかがですか！？」 

と、ご提案頂き「学校の農園に是非活用させて頂きます！！！」と、頂きに行って来ました。 

にいやま園さんには、農業人材育成科第 2期生の卒業生が就職し働いています。 

卒業生 H さんと再会！！訓練を修了してまだ 2 ヶ月も経ってないのに、なんだかとても久しぶりにお会いした感じがしました～！訓練の半年間は毎日学校で

会っていたので、しばらく会わないと懐かしくて^^; 

肥料となるお茶の葉の入った袋を、軽トラに積み、工場内も見学させて頂きました。H さんは真剣に作業をしていました。作業場の中はお茶のいい～香りがとっ

ても心地よくて、工場、倉庫、店舗、外観が風情があって、とってもいい感じなんですよね～！！！「これから、頑張って下さいね～」と激励を送ると！H さん

「はい！頑張ります！！」と気合いの入った返事。化学肥料ではない、植物の肥料として野菜栽培に活用し、もっともっと良い野菜が作れるようになるといいな

～！！という想いを込めて、トライしたいと思います。提供して頂いたにいやま園さん。本当に有難うございました。 

【お茶のにいやま園ホームページ】http://ochanoniiyamaen.com/ 

 

農業人材育成科第 1期生が経営してる【山豐農園】に見学に行って来ました 

卒業生の豊田さんは平成 25年度農業人材育成科を修了後、本格的に農業を始めました。 

昔から農業に興味はあったそうですが、なかなか自分で農業をする自信がなかったそうです。前職は建設業で、その日々が豊田さんにとってとても充実した

毎日。なかなか農業を始めるきっかけを見いだせずにいましたが、脱サラを決意し農業に生きることに！！訓練修了後、自然薯栽培を中心にタラの芽やふ

きのとう等の山菜や、里芋、大根、枝豆、らっきょう・・・ｅｔｃ年間通して様々な野菜を栽培しています。 

今回、里芋を育てている畑を見学させていただきました。 

財部町にある、とても見晴らしが良く、景色も最高の場所。畑は 25平方メートル促成栽培がほとんどで、4列ほど路地栽培でした。山豊農園では路地

栽培で植えている里芋を種芋にするそうです。1月に植付けをし、7月くらいに収穫するそうです。トンネルの中は 30度に保たれていて、今は夕方寒くなる

頃にトンネルのビニールを閉め、朝少し開けて温度調節。5月くらいになるとトンネルを外すそうです。 

私もビニールを閉める作業の体験をさせて頂いたのですが、1列が 100 メートルあるので、種まき、収穫の際は大変だろうな～と思いました。 

自然薯は今、種芋を育てているところで、5月に畑に植付けをし、11月に収穫できるそうです。自然薯栽培も楽しみです。 

豊田さんの活躍を期待し、応援しています。これからも頑張って下さい！！！見学させて頂き有り難うございました。 

【山豐農園ブログ】http://jjtoyo.blog.fc2.com/ 

 


